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６
月
定
例
会
は
、
６
月
17
日
か
ら
７
月
６
日
の
日
程
で
開
き
、
市

長
か
ら
約
８
千
200
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
や

工
事
請
負
契
約
３
件
・
報
告
３
件
・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
・

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
、
可
決
・
適
任
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
強
化
事
業
は
、
１
年
間
の
事
業

で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
よ
う
、
地
域
社
会
に

お
い
て
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
23
年
度
ま
で
実
施
し
て
い

る
安
心
生
活
創
造
事
業
は
、
買
い

物
支
援
・
見
守
り
な
ど
具
体
的
な

支
援
を
必
須
条
件
と
し
て
市
社
協

に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事

業
で
は
、
事
業
特
定
は
し
な
い
が
、

自
治
会
な
ど
が
地
域
の
見
守
り
の

仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
予
算
で
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
を

　
　
　

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

1,497

平
成
23
年
6
月
定
例
会

　

金
子
み
す
ゞ
詩
読
本
の
贈
呈
事

業
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
３
県
の

小
学
校
１
千
362
校
に
「
み
ん
な
を

す
き
に
」
と
い
う
本
を
、
中
学
校

663
校
に
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
童
謡

集
を
送
る
予
算
（
611
万
円
）
で
す
。

　

み
す
ゞ
の
詩
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
事
業
は
、
市
内
で
活
動
し

て
い
る
朗
読
グ
ル
ー
プ
を
直
接
被

災
地
に
派
遣
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
す
る
た
め
の
交
通
費
な
ど
の
予

算
（
148
万
円
）
で
す
。

　

被
災
地
３
県
物
産
展
の
開
催
事

み
す
ゞ
の
心
を
被
災
地
へ

　
　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
支
援
対
策
事
業

1,096

業
は
「
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

で
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
物
産

品
を
市
民
に
販
売
す
る
た
め
の
予

算
（
81
万
円
）
で
す
。

　

地
方
議
員
年
金
制
度
が
６
月
１

日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
議
員
年

金
等
を
支
給
す
る
経
費
は
、
そ
の

全
額
を
地
方
公
共
団
体
で
負
担
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
地
方
議
員
年
金
制

度
の
廃
止
を
受
け
、
本
年
度
の
共

済
費
を
増
額
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

議
員
年
金
制
度
が
廃
止

　
　
　
　

共
済
費
は
全
額
地
方
公
共
団
体
負
担

5,189

し
た
。
こ
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
普
通
交
付
税
に
よ
り
各
地

方
自
治
体
に
財
源
措
置
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
議
員
年
金
は
、
経

過
措
置
と
し
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
場
合
に
給
付
措
置
が
あ

り
ま
す
。

万
円

万
円

万
円

仙崎地区での講演会

金子みすゞ詩読本

補
正
予
算
を
可
決
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指
定
管
理
料
の
約
３
千
852

万
円
の
減
は
、
財
団
運
営
に

ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
と
判

断
し
て
い
る
か
。

　

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の

観
点
か
ら
、
古
典
芸
能
を
中

心
と
す
る
文
化
事
業
の
水
準
は
維

持
し
な
が
ら
も
、
保
守
点
検
委
託

等
の
維
持
管
理
事
業
費
は
大
幅
に

節
減
す
る
こ
と
を
求
め
、
こ
れ
に

対
す
る
財
団
の
平
成
23
年
度
の
事

業
計
画
は
、
こ
う
し
た
内
容
を
満

た
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
文
化

比
較
し
約
590
万
円
14
・
７
％
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
財
団
の
職
員
数

は
パ
ー
ト
職
員
等
を
含
め
、
前
年

度
か
ら
３
人
減
の
33
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

先
程
の
14
・
７
％
の
減
は
、
こ

う
し
た
職
員
数
の
削
減
に
よ
る
総

人
件
費
の
抑
制
策
を
講
じ
ら
れ
た

結
果
で
あ
り
、
財
団
職
員
の
給
料

月
額
の
引
き
下
げ
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
。

水
準
を
落
と
さ
ず
、
比
較
的
安
価

な
入
場
料
で
観
覧
で
き
る
も
の
を

積
極
的
に
組
ん
で
お
り
、
優
秀
な

作
品
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
質
は
落
ち
て

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

財
団
職
員
の
給
料
に
与
え

る
影
響
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　

平
成
23
年
度
の
給
料
、
職

員
手
当
、
共
済
費
の
総
額
は

３
千
425
万
７
千
000
円
と
前
年
度
に

③ 第 24 号

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
の

　
　
　
　

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
か
。

事
業
に
つ
い
て
、
従
来
の
水
準
を

維
持
す
る
31
事
業
を
実
施
す
る
一

方
、
人
件
費
や
維
持
管
理
に
係
る

委
託
費
な
ど
に
つ
い
て
節
減
に
努

め
て
お
ら
れ
る
。

　

平
成
23
年
度
収
入
で
、
文

化
事
業
収
入
が
約
３
千
100
万

円
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

　

平
成
23
年
度
は
、
宝
く
じ

文
化
公
演
事
業
を
利
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
事
業
の

議
案
第
３
号

　

校
舎
棟
建
築
工
事
の
「
第
１

工
区
」
で
は
、
湧
水
対
策
及
び
雨

水
対
策
の
見
直
し
で
、
９
億
３
千

660
万
円
を
、
１
千
342
万
50
円
増
額

し
、
９
億
５
千
２
万
50
円
と
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

　

校
舎
棟
建
築
工
事
の
「
第
２
工

区
」
で
は
、
建
物
の
外
壁
仕
上
げ

の
見
直
し
に
よ
り
当
初
契
約
金
額

４
億
950
万
円
を
、
１
千
61
万
７
千

600
円
減
額
し
、
３
億
９
千
888
万
２

千
400
円
と
す
る
も
の
で
す
。

深
川
小
学
校
完
成
間
近

　
　
　

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
を
承
認

議
案
第
５
号

　

屋
内
運
動
場
棟
建
築
工
事
で

は
、
埋
め
戻
し
土
の
変
更
及
び

浸
水
対
策
に
よ
り
３
億
３
千
862

万
５
千
円
を
、
903
万
４
千
200
円

増
額
し
、
３
億
４
千
765
万
９
千

200
円
と
す
る
も
の
で
す
。

ルネッサながとで公演された歌舞伎
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
償
で

行
う
も
の
で
は
な
い
の
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
概
念

か
ら
す
る
と
、
か
つ
て
は
無

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
概
念

も
出
て
き
た
。
長
門
市
内
で
読
み

聞
か
せ
等
の
活
動
を
し
て
お
ら
れ

る
方
々
に
被
災
地
に
出
向
い
て
頂

く
が
、
現
地
で
は
無
報
酬
と
い
う

形
に
な
る
。

　

ど
う
い
う
経
緯
で
こ
の

事
業
が
決
定
さ
れ
た
の
か
。

　

３
月
22
日
の
時
点
で
、

約
110
団
体
か
ら
な
る
市
民

会
議
を
立
ち
上
げ
、
被
災
地
・
被

災
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

関
係
各
課
で
も
検
討
し
取
り
ま
と

め
た
。

　

事
務
局
で
案
を
ま
と
め

て
市
民
会
議
に
提
案
す
る

前
に
、
市
の
幹
部
職
員
の
間
で

し
っ
か
り
検
討
は
行
わ
れ
た
の

か
。　

市
民
会
議
の
中
で
支
援

活
動
等
が
検
討
さ
れ
、
そ

の
活
動
に
対
し
て
経
費
的
な
支
援

を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ

た
。
こ
の
要
請
を
予
算
査
定
の
場

で
審
議
を
し
て
い
る
。

　

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
強
化
事
業
予

算
の
算
出
根
拠
は
。

　

山
口
県
に
は
４
億
円
が

配
分
さ
れ
、
基
金
と
し
て
設

置
し
、
こ
の
中
で
定
額
割
、
高
齢

者
数
割
の
数
値
を
算
出
し
、
１
千

497
万
８
千
円
の
配
分
を
受
け
事
業

を
行
う
。

　

予
算
的
に
事
業
効
果
は

期
待
で
き
る
の
か
。

　

単
年
度
事
業
で
あ
り
、
取

り
組
む
事
業
は
非
常
に
制

限
が
か
か
る
と
い
う
部
分
も
あ
る

が
、
事
業
目
的
に
も
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
事
業
を
使
っ
て
、
一
つ
の
契

機
に
し
、
単
年
度
で
終
わ
る
こ
と

な
く
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
な
形

の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。　

厚
労
省
が
出
し
て
き
た
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
分
け
た
の

か
。

　

厚
労
省
の
事
業
概
要
で

は
、
一
つ
の
モ
デ
ル
的
な

項
目
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
中
身

的
に
は
市
・
町
が
独
自
の
考
え
方

で
事
業
構
成
を
し
て
い
る
。

　

人
権
教
育
研
究
指
定
校
が

浅
田
小
学
校
と
な
っ
て
い
る

が
、
選
ば
れ
た
理
由
は
何
か
。

　

教
職
員
の
人
材
育
成
や
教

職
員
の
研
修
意
欲
を
喚
起
し

た
い
と
い
う
理
由
で
浅
田
小
学
校

か
ら
手
が
挙
が
り
、
指
定
す
る
と

い
う
経
緯
に
な
っ
て
い
る
。

　

建
設
工
事
に
あ
た
っ
て

は
、
湧
水
対
策
等
、
あ
ら
か

じ
め
対
策
を
立
て
て
設
計
が
さ
れ

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
当

初
設
計
の
段
階
で
は
把
握
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　

掘
削
等
の
工
事
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　６月定例会に提出された一般会計補正予算などの議
案は本会議での質疑を経て、６月 27 日から 29 日まで
所管の各常任委員会に付託し審査しました。執行部か
ら説明聴取などを行い、委員会としての議案に対する
態度（原案可決、原案否決等）を決定します。主な質疑
は以下の通りです。

被
災
者
支
援

　

市
民
会
議
へ
の
補
助

　
　
　
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員会議案審査

6
27

読み聞かせボランティア
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先
進
的
営
農
活
動
支
援

交
付
金
は
ど
う
い
う
内
容

な
の
か
。

　

化
学
肥
料
や
化
学
合
成

農
薬
の
５
割
以
上
の
低
減

を
行
う
こ
と
。
加
え
て
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
、
生
物
多
様
性
に
効

果
の
高
い
取
り
組
み
を
行
う
組
織

に
対
し
て
支
援
を
す
る
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

　

ど
う
い
う
団
体
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

　

長
門
地
区
で
は
俵
山
の

安
田
地
区
、
上
政
地
区
。
三

隅
地
区
が
二
条
窪
地
区
と
第
四
農

区
。
油
谷
地
区
で
は
河
原
地
区
が

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

県
道
の
調
査
費
１
千
万

円
と
市
道
南
方
大
浦
線
の
調

査
費
200
万
円
と
の
関
わ
り
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

県
は
県
道
油
谷
港
線
の

ル
ー
ト
選
定
や
要
望
区
間

の
実
現
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、

市
道
南
方
大
浦
線
の
整
備
方
針
や

県
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、

県
と
一
体
と
な
っ
て
、
調
査
し
て

い
く
。　

風
力
発
電
に
伴
う
調
査

と
し
て
職
員
旅
費
と
車
両

の
借
り
上
げ
料
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
市
は
風
力
発
電
事
業
に
ど

う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　

市
と
し
て
は
地
元
を
第
一

に
考
え
て
い
く
。

　

市
職
員
の
支
援
活
動
に

つ
い
て
は
、
１
週
間
で
は

な
く
、
１
カ
月
間
期
間
を
延
ば

し
、
１
名
で
対
応
さ
れ
る
考
え
は

な
い
の
か
。

　

１
人
の
職
員
を
長
期
間

に
わ
た
り
派
遣
す
る
と
な
る

と
、
職
場
も
大
変
で
あ
り
、
本
人

の
疲
労
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、

本
市
で
は
１
週
間
交
代
で
対
応
し

て
い
る
。

　

今
回
の
派
遣
先
は
ど
の
よ

う
に
選
定
し
た
の
か
。

　

総
務
省
が
全
国
市
長
会

を
通
じ
て
被
災
県
と
調
整

し
、
福
島
県
に
決
定
さ
れ
た
。

　

派
遣
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
人
選
の
基
準
は
あ
る

の
か
。　

派
遣
の
内
容
に
よ
る
が
、

市
長
会
か
ら
要
請
を
受
け
た

と
き
に
、
所
属
長
を
通
じ
て
調
査

し
、
そ
の
中
か
ら
可
能
な
職
員
数
・

時
期
に
つ
い
て
回
答
し 

、
実
際
に

派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

　

派
遣
さ
れ
た
職
員
に
よ
る

報
告
会
は
行
う
の
か
。

　

現
地
に
行
っ
た
職
員
の
経

験
を
職
員
全
体
で
共
有
し
、

今
後
の
業
務
に
活
か
す
た
め
に
も

報
告
会
は
行
う
予
定
。
ま
た
、
民

間
の
方
も
支
援
に
行
か
れ
て
お
り
、

職
員
も
一
緒
に
な
り
、
市
民
へ
の

報
告
会
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

被
災
地
支
援

　
　
　

市
職
員
の
派
遣

　
　
　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

6
28

先
進
的
営
農
活
動

　
　

支
援
交
付
金
と
は

　
　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

6
29

先進的営農活動を実践（上政地区）



先野 正宏
         議員

武田 新二
         議員

長　門　市　議　会　だ　よ　り平成 23年 8月 1日長　門　市　議　会　だ　よ　り 平成 23年 8月 1日 第 24号 ⑥

防災図上訓練（ルネッサながとで）

防
災
計
画
の
見
直
し
を
急
げ

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く

　

国
や
県
の
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
合
わ
せ
、
本
市
の
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

答そ
の
他
の
質
問

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し

た
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
、

本
市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
に
早
急
に

着
手
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

問
　

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

地
域
防
災
計
画
の
中
で
検
討
し

た
い
。
答

　

非
常
用
の
電
源
、
自
家
発
電
、

移
動
発
電
、給
水
施
設（
井
戸
等
）

の
準
備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

問

　

他
市
の
状
況
も
研
究
し
、
結

論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

答

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
市
営
住
宅
の

優
先
入
居
は
で
き
な
い
か
。

問

小
規
模
災
害
に
も
支
援
を

早
急
に
支
援
体
制
を
構
築
し
た
い

　

市
独
自
の
住
宅
再
建
支
援
金

制
度
に
つ
い
て
は
、
研
究
課
題

と
し
て
努
力
し
て
い
く
。

答

　

大
規
模
な
災
害
に
は
、
国
や

県
か
ら
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る

が
、
小
規
模
な
災
害
に
は
な
か
な
か
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
。

　

被
災
者
は
、
大
規
模
で
あ
ろ
う
が
小

規
模
で
あ
ろ
う
が
災
害
を
受
け
た
こ
と

に
は
変
わ
り
が
な
い
。
小
規
模
災
害
で

も
支
援
が
受
け
ら
れ
る
市
独
自
の
要
綱

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　

災
害
は
人
を
選
ば
な
い
。
い

か
な
る
災
害
か
ら
も
、
市
民
を

守
れ
る
体
制
・
要
綱
が
早
急
に
必
要
で

は
な
い
か
。

問
　

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、
他
市
の
体
制
を
研
究
し
、

担
当
課
と
も
協
議
を
す
す
め
な
が
ら
、

長
門
市
な
り
の
支
援
体
制
を
構
築
し
た

い
。 答

一昨年、野波瀬の床下浸水（三隅）



岡　 　巧
         議員
崎培

林　 哲也
         議員

長　門　市　議　会　だ　よ　り平成 23年 8月 1日長　門　市　議　会　だ　よ　り 平成 23年 8月 1日⑦ 第 24 号

　

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
に
迅

速
に
対
応
で
き
て
お
り
、
新
た

に
自
治
会
や
団
体
等
の
主
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
執
行
額
が

６
割
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
準

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
各
支
所
長
の

判
断
で
思
い
切
っ
た
予
算
執
行
を
し
た

い
。 答

そ
の
他
の
質
問

　

き
め
細
か
な
地
域
活
性
化
事

業
と
し
て
、
油
谷
・
日
置
・
三

隅
の
３
支
所
に
100
万
円
予
算
化
し
て
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
。 問

　

市
民
協
働
と
は
、
市
民
、
市

民
活
動
団
体
及
び
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
行
政
と
が
お
互
い
を
認
め
合

い
、
支
え
合
い
、
尊
重
し
合
い
な
が
ら

自
ら
考
え
行
動
し
て
、
共
通
の
課
題
の

答
　

市
民
協
働
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
現
状
認
識
と
そ
れ
に

伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

問
各
支
所
独
自
で
の

             

地
域
活
性
化
事
業
を

思
い
切
っ
た
予
算
執
行
を
し
た
い

　

前
例
も
あ
り
、
自
治
会
、
事

業
者
、
行
政
が
三
者
一
体
と
な
っ

て
協
議
の
場
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
三
者
協
定
は
締
結
し
た

い
。 答

　

電
源
開
発（
株
）は
、
日
置
か

ら
油
谷
に
か
け
て
19
基
の
風
車

を
新
設
す
る
風
力
発
電
事
業
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
仮
に
施
設
が
建
設
さ

れ
た
場
合
、
既
存
の
風
力
発
電
施
設
の

問
題
点
か
ら
導
い
た
一
つ
の
教
訓
と
し

て
、
自
治
会
長
会
と
事
業
者
と
の
二
者

協
定
で
は
な
く
、
行
政
も
加
わ
っ
た
三

者
協
定
を
締
結
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　

昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た「
農

産
物
等
直
売
施
設
整
備
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
基
本
設
計
費
等
の
予
算

は
３
月
議
会
で
削
除
さ
れ
た
が
、
計
画

そ
の
も
の
は
見
直
す
の
か
。

問
　

当
然
、
計
画
の
見
直
し
も
考

え
ら
れ
る
。

答
風
力
発
電
施
設
に
は

　

三
者
協
定
の
締
結
が
必
要
だ

三
者
一
体
と
な
っ
て
協
議
の
場
を
持
つ

解
決
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
現
在
各
地

域
・
団
体
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
活
動

等
に
行
政
職
員
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

　

お
も
て
な
し
の
心
で
山
口
国

体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
明
る

い
笑
顔
と
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
市

職
員
に
も
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　

一
部
と
は
い
え
、
あ
い
さ
つ

も
で
き
な
い
職
員
も
い
る
が
、

指
摘
の
点
は
徹
底
し
た
い
。

答

４月にオープンした古市ひろば

日置地区での風力発電説明会（平成 22年２月）



阿波 昌子
         議員

重村 法弘
         議員

長　門　市　議　会　だ　よ　り平成 23年 8月 1日長　門　市　議　会　だ　よ　り 平成 23年 8月 1日 第 24号 ⑧

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は
大
丈
夫
か

除
去
食
・
代
替
食
に
て
対
応
し
て
い
る

　

対
象
者
は
、
小
学
生
が
28
人
、

中
学
生
が
13
人
で
あ
り
、
取
り

組
み
は
、
申
請
の
あ
っ
た
原
因
食
物
を

除
い
た
除
去
食
で
対
応
を
し
て
い
る
。

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
代
替
食
を
提
供
す
る
た
め
、
栄

養
士
、
調
理
員
を
各
１
名
増
員
し
た
。

現
在
は
、
除
去
食
、
代
替
食
の
対
応
を

行
い
な
が
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い

て
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

答そ
の
他
の
質
問

　

学
校
給
食
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
児
童
・
生
徒
の
現

状
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

問
　

現
在
、
電
源
開
発
株
式
会
社

が
日
置
地
区
に
２
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト

答
　

風
力
発
電
の
油
谷
地
区
や
日

置
地
区
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
問
う
。

問

「
市
民
協
働
」
の
具
体
策
は

条
例
化
と
体
制
づ
く
り
を
目
指
す

　

現
在
諮
問
し
て
い
る
「
市
民

協
働
と
地
域
活
性
化
」
に
つ
い

て
、
各
地
域
審
議
会
か
ら
７
月
初
旬
に

は
最
終
答
申
が
出
さ
れ
る
。
講
演
会
・

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
な
ど
を
通
し
て
条
例

化
と
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

答
　
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
重
要
施
策
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
「
住
民

と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
確
立

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
取
り
組

み
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
問
う
。

問
　

県
道
で
は
業
者
で
は
な
く
市

民
活
動
団
体
が
草
刈
等
、
維
持

管
理
を
し
て
い
る
路
線
が
あ
る
。
こ
れ

は
一
つ
の
立
派
な
協
働
の
事
業
と
考
え

ら
れ
る
が
、
市
道
の
草
刈
な
ど
も
市
民

（
自
治
会
）へ
公
募
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

問

　

す
で
に
、
自
治
会
単
位
で
市

道
の
草
刈
を
お
願
い
し
て
い
る

地
区
も
あ
る
が
周
知
が
十
分
に
で
き
て

い
な
い
。
協
働
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
Ｐ
Ｒ
し
説
明
し
て
い
き
た

い
。 答

の
風
車
10
基
を
建
設
し
た
い
と
の
計
画

が
あ
る
。

　

今
後
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

楽しい給食風景（俵山小学校）

市民ボランティア団体による草刈り



６
議
案
を
可
決
承
認

　

〜
市
議
会
新
体
制
を
選
任
〜

平成 23年度

第 1回

臨時会

長　門　市　議　会　だ　よ　り平成 23年 8月 1日長　門　市　議　会　だ　よ　り 平成 23年 8月 1日⑨ 第 24 号

国
保
／
賦
課
限
度
額
改
定

　

国
民
健
康
保
険
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
賦
課
限
度
額
が

４
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
る
専
決
処

分
の
承
認
議
案
、
昨
年
22
年
度
に

も
同
様
の
引
き
上
げ
が
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
慎
重
な
審
議
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

採
決
前
の
討
論
で
は
、
林
哲
也

議
員
が
、「
国
の
法
令
改
正
で
あ
っ

て
も
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

は
じ
め
に
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
と
平
穏
な
生
活

に
戻
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
五
月
の
長
門
市
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
再
度
、
長
門
市

議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
で
は
現
在
、
第
二
期

地
方
分
権
改
革
が
検
討
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
、
地
方
の
自
主
性
・

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

進
展
に
伴
い
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
地
方
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
も
一
層
重
要
性
を
増
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
で
は
調

議
長
就
任

   

あ
い
さ
つ

長
門
市
議
会
議
長　

 　

    

松

永

亘

弘

査
研
究
活
動
の
充
実
や
議
会
に
お

け
る
議
論
を
活
性
化
し
、
政
策
形

成
能
力
や
監
視
機
能
な
ど
の
議
会

の
権
能
を
一
層
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
議
会
と
し
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
要
望
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
に

開
か
れ
た
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
す
と
と
も
に
、
情
報
公
開
や

議
会
改
革
に
市
議
会
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

は
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か

ら
、
認
め
る
事
は
出
来
な
い
」
と

の
反
対
討
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、

採
決
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
専
決

処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

22
年
度
決
算
見
込
み
に
よ
る

財
政
調
整
基
金
増
額

　

22
年
度
決
算
見
込
み
に
よ
り
、

今
後
の
財
源
確
保
対
策
と
し
て
財

政
調
整
基
金
へ
１
億
円
積
み
立
て

る
予
算
措
置
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
基
金
の

積
み
立
て
総
額
は
11
億
６
千
900
万

円
と
な
り
、
今
後
予
想
さ
れ
る
厳

し
い
財
政
運
営
の
調
整
的
財
源
と

し
て
確
保
さ
れ
ま
す
。

議
会
新
体
制
決
ま
る

　

臨
時
会
で
は
、
執
行
部
提
出
議

案
の
他
に
、
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
、
ま
た
常
任
委
員
の
選
任
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
臨
時
会
を
５
月
13
日

に
開
き
、
専
決
処
分
の
承
認
な

ど
６
議
案
を
審
議
し
賛
成
多
数

で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
被
災
地
へ
の
人
的
支
援

（
職
員
派
遣
）
や
、
本
市
の
支

援
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
、

行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
い
て
は

温
故
知
新
と
脚
下
照
顧
の
観
点
に

立
っ
て
、
公
正
か
つ
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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①議会の情報の入手元は・・ ・

議会
だより

49％

ほっちゃテレビ
38％

議員との対話
5％

その他計
8％

③どこを中心に読みますか

一般質問
の記事

48％

最初の見開き
（定例会）
23％

委員会審査状況
16％

その他計
13％

⑦全戸配布か班回覧か・・ ・

今まで通り
全戸配布
66％

班回覧
に変更
27％

その他・
無回答
7％

②どの程度目を通しますか

毎回目を通す
61％

気がついた
ときに見る

23％

たまに見る
13％

その他計
3％

⑤わかりやすいですか

わかりやすい

57％

わかり
づらい

27％

無回答
16％

議会だよりアンケート結果を
                 　　お知らせします
議会だよりアンケート結果を
                 　　お知らせします
　議会だより特別委員会は、今年２月から４月にかけて議会だよりについてのアンケートを行

いました。今回は自治会長にお願いし、お忙しい中、大変熱心にご回答いただきました。ご協

力ありがとうございました。この紙面を借りてお礼申し上げます。

　アンケートの結果やいただいた貴重なご意見やご批判、ご提案については、これからもしっ

かり受け止め、「読みやすく、わかりやすい」議会だよりにむけ、委員会として努力してまい

ります。

質　問　項　目質　問　項　目質　問　項　目
１．議会に関する情報はどこから得られておられますか。

２．どのくらい目を通しておられますか。

３．議会だよりのどこを中心に見られますか。

４．記事はどの程度読まれますか（グラフ省略）

５．内容についてわかりやすいですか。

６．レイアウトや構成等はどうですか（グラフ省略）

７．議会だよりの全戸配布か班回覧をどう思われますか。

配布数は222、回収数は181、回収率は81.5％
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経
費(

配
布
方
法
・
紙
質
等)

に
関
し
て

■
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
議
会

　

だ
よ
り
は
定
例
会
、
臨
時
会
等
の
主
要
な
記

　

事
（
ほ
っ
ち
ゃ
で
は
放
送
さ
れ
な
い
委
員
会

　

の
審
議
状
況
を
含
め
て
）
の
み
掲
載
し
、
市

　

の
広
報
の
中
に
挿
入
す
る
形
で
よ
い
の
で
は
。

　

経
費
削
減
の
た
め
に
廃
止
。

　
(

同
様
の
御
意
見
が
他
に
数
件
あ
り
ま
し
た)

■
テ
レ
ビ
放
映
も
あ
る
の
で
、
経
費
削
減
の
こ

　

と
を
考
慮
す
る
と
班
回
覧
程
度
で
十
分
と
考

　

え
る
。

■
議
会
だ
よ
り
の
紙
費
を
少
し
落
し
て
で
も
各

　

戸
配
布
を
し
て
ほ
し
い
。

■
紙
の
紙
質
を
も
っ
と
落
し
て
、
重
さ
を
軽
く

　

す
る
こ
と
と
、
写
真
等
は
全
く
必
要
な
い
。

■
議
会
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
議
会
だ

　

よ
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
年
４
回
定
例
会
の
終

　

了
後
に
は
発
行
し
て
欲
し
い
。

■
内
容
を
じ
っ
く
り
把
握
す
る
た
め
に
は
、
各

　

戸
配
布
が
い
い
。

掲
載
内
容
・
編
集
方
針
等
に
関
し
て

■
も
う
す
こ
し
内
容
を
詳
し
く
し
て
、
字
も
大

　

き
く
し
て
ほ
し
い
。

■
高
齢
者
の
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、　

　

読
み
や
す
い
内
容
に
工
夫
を
し
て
欲
し
い
。

■
一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
疑
と
回
答
を
左
右

　

に
対
比
さ
せ
、
横
書
き
が
読
み
や
す
い
。

■
質
問
の
要
点
と
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
は
結
論

　

が
ど
う
な
っ
た
の
か
を
は
っ
き
り
と
出
し
て

　

欲
し
い
。
ペ
ー
ジ
数
は
３
〜
５
倍
に
な
っ
て

　

も
い
い
の
で
、
内
容
の
あ
る
も
の
に
し
て
ほ

　

し
い
。
現
在
の
ま
ま
な
ら
ば
市
費
の
無
駄
遣

　

い
に
す
ぎ
な
い
。
委
員
長
の
資
質
を
問
う
。

■
記
事
が
総
花
的
で
内
容
が
希
薄
。
読
ん
で
も

　

面
白
く
な
い
。
質
問
者
の
内
容
は
詳
し
く
記

　

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
回
答
が
大
変
淡
白
に

　

な
っ
て
い
る
。
質
問
内
容
に
対
し
、
特
に
否

　

定
的
回
答
に
は
そ
の
根
拠
・
背
景
等
を
加
え

　

て
ほ
し
い
。

■
一
般
質
問
の
回
答
を
も
っ
と
く
わ
し
く
記
入

　

し
て
ほ
し
い
。

■
議
員
の
エ
ッ
セ
ー
集
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

　

は
。

■
議
会
だ
よ
り
を
読
む
こ
と
で
市
の
動
き
が
分

　

か
る
。

■
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
中
継
も
み
て
お
り
ま
す
が
、

　

議
会
だ
よ
り
は
い
つ
で
も
読
め
る
。
ほ
っ
ち
ゃ

　

テ
レ
ビ
を
受
信
（
契
約
）
さ
れ
て
い
な
い
世

　

帯
も
あ
る
。

議
会
・
議
員
に
関
し
て

■
議
員
の
長
門
市
民
感
覚
と
の
ズ
レ
が
大
き
く
、

　

郷
土
出
身
者
か
ら
い
つ
も
苦
言
を
呈
さ
れ
て

　

い
る
。
何
と
か
目
覚
め
る
方
法
は
な
い
の
か

　

と
い
つ
も
考
え
な
が
ら
年
を
と
っ
た
。
若
い

　

者
の
新
し
い
発
想
し
か
な
い
。

■
議
員
任
期
中
、
一
度
も
一
般
質
問
し
な
い
議

　

員
も
い
る
。
こ
の
状
況
等
を
公
表
し
て
は
ど

　

う
か
。

■
議
員
は
自
治
会
、
市
民
と
の
会
話
の
場
を
作
っ

　

て
ほ
し
い
。

■
長
門
市
の
人
口
４
万
人
弱
に
対
し
て
議
員
数

　

が
多
す
ぎ
て
削
減
し
て
ほ
し
い
。

■
テ
レ
ビ
の
議
会
中
継
の
時
、
居
眠
り
を
見
受

　

け
る
。

■
議
員
に
ボ
ー
ナ
ス
不
要
。
市
内
中
小
企
業
は

　

数
年
ボ
ー
ナ
ス
の
な
い
企
業
ば
か
り
だ
。

■
こ
れ
か
ら
の
市
議
会
は
行
政
に
要
望
す
る
だ

　

け
で
な
く
、
積
極
的
に
提
案
を
す
べ
き
。

内
容
は
で
き
る
限
り
原
文
の
ま
ま
と
し
ま
し

た
が
、
一
部
に
当
特
別
委
員
会
で
要
約
・
編

集
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
紙
面
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
全
て
を
掲
載
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

議会だよりアンケート

　ご意見・ご提案一覧

議会だよりの編集風景
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議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会
が
、
新

し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、「
議

会
だ
よ
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
意
見

を
何
度
も
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
応
援
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
辛
辣
な
ご
意
見
、
あ
ら
た
め
て
市
民
の
皆
様
の

心
の
声
を
聞
き
、
編
集
の
難
し
さ
を
噛
み
し
め
て
い

ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
経
費
は
年
間
約
250
万
円
で
、

議
会
費
全
体
の
1.5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
市
民
の
目
線

を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
寄
せ
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

大
草)

ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア 

一
九
五
七
年
一
月
三
日

　

前
回
に
引
き
続
き
、
一
九
五
六
年

秋
か
ら
約
半
年
間
に
及
ぶ
、
香
月
画
伯

は
じ
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
時
の
ス

ケ
ッ
チ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
九
五
六
年
一
二
月
下
旬
、
拠
点
の

パ
リ
を
離
れ
ス
ペ
イ
ン
へ
入
っ
た
画
伯

は
、
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
や
セ
ヴ
ィ
リ
ア
、

マ
ラ
ガ
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
な
ど
の
都
市
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
各
地
を
訪
問
後
、
一
行
は

再
び
パ
リ
へ
戻
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
月
泰
男
美
術
館

議
会
だ
よ
り

　

特
別
委
員
会

　
　

委

員

長

　

　

大

草

博

輝

　
　

副
委
員
長

　

　

重

村

法

弘

　
　

委　
　

員

　

　

田

村

哲

郎

　

　

林
　

哲

也

　

　

先

野

正

宏

　

　

重

廣

正

美

今回の表紙

発 行／山口県長門市議会　　　
編 集／議会だより特別委員会

　

７
月
17
日(

日)
、恒
例
の
通
く
じ
ら
祭
り
が
あ
り
、

和
船
競
漕
に
議
会
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
予
想
通
り
。
参
加
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
？ 

　

そ
れ
に
し
て
も
漕
い
で
も
、
漕
い
で
も
ゴ
ー
ル

が
遠
い
の
は
な
ぜ
！

漕
い
で
も
、

　
漕
い
で
も
な
ぜ
進
ま
ぬ
 !?

　
　
　
　
　
　
通
く
じ
ら
祭
り

漕
い
で
も
、

　
漕
い
で
も
な
ぜ
進
ま
ぬ
 !?

　
　
　
　
　
　
通
く
じ
ら
祭
り

漕
い
で
も
、

　
漕
い
で
も
な
ぜ
進
ま
ぬ
 !?

　
　
　
　
　
　
通
く
じ
ら
祭
り


